圧力の計算
【１】60kgの物体が床にあり、床との接触面の面積は2000cm2である。この物体に

　　ついて次の問いに答えなさい。ただし、100gの物体にかかる重力を1Nとする。

　(1)　このとき物体が床にかける圧力を求めなさい

　(2)　置き方を変えて、床との接触面積を2倍にしたとき、物体が床にかける圧力を

　　求めなさい。

【２】10kgの物体が床にあり、床との接触面の面積は500cm2である。この物体に

　　ついて次の問いに答えなさい。ただし、100gの物体にかかる重力を1Nとする。

　(1)　このとき物体が床にかける圧力を求めなさい

　(2)　この物体の上に5kgのおもりを置いたとき、物体が床にかける圧力を求めな

　　さい。
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【３】　右の図のような4kgの直方体について、次の

　　問いに答えなさい。

　　ただし100gの物体にかかる重力を1Nとする。

　(1)　アの面を下にして床に置いたとき、物体が

　　　床にかける圧力は何N／m2か。

　(2)　ウ面を下にして床に置いたとき、物体が床にかける圧力は何N／m2か。
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【４】右の図のような12kgの直方体のレンガについて、

　　次の問いに答えなさい。

　　ただし100gの物体にかかる重力を1Nとする。

　(1)　ウの面を下にして床に置いたとき、物体が

　　　床にかける圧力は何N／m2か。

　(2)　アの面を下にしたときの圧力と同じ圧力にするためには、イの面を下にして

　　置いたときに、レンガの上に何kgのおもりを乗せればよいか。

【５】図１のように，水平な床の上に，図２の直方体の木片を４個置き，その上に板，

　水の入ったバケツをのせた。直方体の各辺の長さは，３cm，４cm，６cmである。　

　次のア，イに答えなさい。ただし，４個の木片は同じ面で板を均等にささえるもの

　とする。(青森)
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(1)板と水の入ったバケツの質量の合計は6.4kgであった。このとき木片１個のささえている力の大きさは何Ｎか，求めなさい。ただし，100gの物体にはたらく重力を１Ｎとする。

(2)板をささえる木片の面をＰ，Ｑ，Ｒとかえたとき，それぞれの面にはたらく圧力の大きさについて正しく述べたものはどれか，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。
１
Ｐ面でささえたときは，Ｑ面でささえたときより，圧力は2倍になる。

２
Ｑ面でささえたときは，Ｒ面でささえたときより，圧力は1.5倍になる。

３
Ｒ面でささえたときは，Ｐ面でささえたときより，圧力は0.75倍になる。

４
どの面でささえても圧力の大きさはかわらない。
【６】力と運動について調べた。あとの問いに答えなさい。（富山）

各辺の長さが10.0cm，10.0cm，4.5cmの直方体のスポンジを水平な机の上に置いた。図１のように，スポンジの上に質量0.25kgの板を置き，板を水平に保ちながら，質量の異なるおもりをのせて，スポンジの厚さを測ると，図２の点（●）のようになった。次の問いに答えなさい。[image: image3.png]BHD
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問１　おもりにはたらく重力，おもりが板を押す力，
　　板がおもりを押し返す力は，それぞれ図３の矢印の
　どれになるか。正しい組み合わせを，表１のア～カの
　中から１つ選び，記号で答えなさい。

	表１
	ア
	イ
	ウ
	エ
	オ
	カ

	おもりにはたらく重力
	Ａ
	Ａ
	Ｂ
	Ｂ
	Ｄ
	Ｄ

	おもりが板を押す力
	Ｃ
	Ｄ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｂ
	Ｃ

	板がおもりを押し返す力
	Ｄ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｃ
	Ｃ
	Ｂ


問２　板の上に質量0.75kgのおもりをのせたとき，板とおもりによってスポンジにはたらく圧力はいくらか，単位をつけて答えなさい。ただし，0.10kgの物体にはたらく重力を１Ｎとする。


問３　図４のように，図１のスポンジを各辺の長さが

　8.0cm，8.0cm，4.5cmの直方体に切りとった。おもり

　の質量が0.55kgのとき，スポンジの厚さは何cmに

　なるか，求めなさい。

【７】面にはたらく力を調べる実験をしました。次の問１，問２に答えなさい。（埼玉）

	スキー場に行ったＳさんは，スキー靴で雪の上を歩こうとするとスキー靴がもぐってしまいました。しかし，スキー靴にスキー板をつけて歩くともぐらなかったので，雪が受ける圧力が小さくなるからではないかと考え，それを確かめる実験をしました。

１　図１のように，４kgの直方体Ａと２kgの直方体Ｂを用意した。

２　図２のように，スポンジの上に直方体Ａを水平にのせ，スポンジのへこむ深さを測定した。
３　図３のように，２と同じスポンジの上に，直方体Ａをのせた直方体Ｂを水平になるようにのせ，スポンジのへこむ深さを測定したところ，２で測定したときよりも小さな値になった。
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問１　図３で直方体Ｂの底面からスポンジが受ける圧力は，図２で直方体Ａの底面

　　からスポンジが受ける圧力の何倍になりますか。

　　ただし，１kgの物体にはたらく重力の大きさを10Ｎとします。

問２　Ｓさんは，スキー靴にスキー板をつけたときと同じように，圧力が小さくなる

　　現象を日常生活の中からさがしました。次のア～エの中から，圧力が小さくなる

　　現象を一つ選び，その記号を書きなさい。
ア
せん抜きを使うと，びんのせんを簡単に開けることができる。

イ
くいは，先をとがらせると地面に打ち込みやすくなる。

ウ
リュックサックの肩ひもは，幅を広くすると肩に食い込みにくくなる。

エ
ドライバー（ねじ回し）を使うと，簡単にねじを回すことができる。
【８】円柱のおもりＡ，おもりＢは，質量がどちらも同じで，底面積がそれぞれ25cm2，100cm2である。このおもりＡ，おもりＢを組み合わせて，(1)～(4)のように水平な台の上に置いた。大気圧は考えないものとして，台がおもりから受ける圧力の大きさが，大きい方から２番目のものは，(1)～(4)のうちのどれですか。（岡山）
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基礎知識

　1m＝100cm
　1m2＝10000cm2　　1kg＝1000g

　正方形・長方形の面積＝縦×横

　立方体・直方体の体積＝底面積×高さ＝縦×横×高さ

　圧力(N/m2)＝
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　1 m2あたりにかかる力が1EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps14 \o\ad(\s\up 9(ニュートン),N)のとき１(N/m2)→1EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps14 \o(\s\up 9(パスカル),Pa)
　1 cm2あたりにかかる力が1Nのとき１(N/cm2)
　1N＝100gの物質にかかる重力　　　　


解答･解説

【１】
(1)　100g＝1Nなので、1kg＝10N、60kg＝600N


　2000 cm2＝0.2 m2　　600÷0.2＝3000　

(答え)3000 N/m2
　　　
(2)　面積が2倍になると圧力は半分になる。
(答え)1500 N/m2
【２】
(1)100÷0.05＝2000



(答え) 2000 N/m2
　　　
(2)150÷0.05＝3000



(答え) 3000 N/m2
【３】
(1)40÷0.2＝200




(答え) 200 N/m2

(2)40÷0.16＝250




(答え) 250 N/m2
【４】
(1)120÷0.12＝1000



(答え) 1000 N/m2

(2)イの面積はアの面積の　
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倍なので、重さも
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　12kg×
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＝16kg　レンガの重さを引いて16－12＝4　(答え)4kg
【５】(1)　16N
(2)　2

【６】(1) エ


　　　(2)1000Pa（1000N/m2）

　　　(3)　3.0
cm

【７】(1)　0.3倍
(2)　ウ
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(2)力は1kg　→　10N　


　面積は　0.1m×0.1m＝0.01m2　


　圧力は10N÷0.01 m2＝1000Pa


(3)力は0.25kg(板)＋0.55kg (おもり)＝0.8kg　　→8N


　面積は0.08m×0.08m＝0.0064m2　


　圧力は8N÷0.0064m2＝1250N


　図1で圧力が1250Nなのは、（板＋おもり）の重力をxNとすると、


　x÷0.01m2＝1250　よって、x＝12.5Nのとき。


　これは1.25kgの重さにあたる。


　図2で1.25kgの部分グラフを読み取り、3.0cmとなる。
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